
■１　教育方針・学校経営について

1 特に御意見、御要望はありませんでした。

■２　施設・設備について

1 ロッカーに関する御意見（34件）

2 土日の学校開放に関する御意見(6件)

3 自習スペースについて(4件)

4 冷暖房に関する御意見（3件）

5 トイレに関する御意見(3件)

6 生徒玄関前の雪についての御意見(2件）

7 室内練習場について（1件）

8 平日の生徒退行時間の延長について(1件)

■３　学校生活について

1 教育相談に関する御意見(16件)

2 生活指導に関する御意見(8件)

3 服装容儀に関する御意見(6件)

4 いじめ対策に関する御意見(1件)

■４　家庭との連携について

1 保護者集会等に関する御意見(14件)

2 保護者面談に関する御意見(6件)

3 公開授業に関する御意見(10件)

■５　教育課程・学習指導・授業の質について

1 学習道具の量に関する御意見(5件)

2 指導方法に関する御意見(4件)

3 テスト範囲の適正な提示について(1件)

■６　学校行事について

1 文化祭・ねぷた制作に関する御意見(27件)

2 教育相談に関する御意見(17件)

3 その他(2件)

■７　部活動について

1 部活動の連絡や指導に関する御意見(9件)

2 部活動の日数や時間に関する御意見(7件)

3 その他（激励など）(22件)

■８　進路に関する指導について

1 講習に関する御意見(14件)

2 講演会に関する御意見(12件)

3 進路決定に関する御意見(5件)

■９　その他

1 学校への満足度に関する御意見(24件)

2 記名式アンケートの是非に関する御意見(1件)

令和６年度学校評価　コメント要約

学校に対する様々な御意見を頂き誠に有り難うございました。



学校より（主な項目について）

◎冷暖房について
本校では、夏場の冷房について原則、運転期間を7月1日から9月30日まで、設定温度は27℃以上（国の基準では28℃以
上）、授業・講習・模擬試験時の使用としております。今年度は、暑さが厳しかったこともあり26℃設定とし、運転期間も前倒し
と延長を行いました。体育館や部活動時の使用は体育科教員又は部活動顧問が判断して行うことになっております。
　生徒の健康に留意し教育活動が行えるよう、運転期間、設定温度などに柔軟に対応してまいりますが、体感温度に個人差
がございますので、その際は衣服の調整などで対応していただきますようお願いいたします。

◎トイレについて
トイレ臭の緩和のため、今年度、業者による清掃の回数を増やすとともに技能職員による尿石除去等の作業を実施しまし
た。教室棟校舎は建設後50年以上経過しており、トイレの配管は建設当時のものが使用されていることから恒常的な臭い
解消には繋がらない状況です。洋式トイレについても、個室ブースが狭いことから大規模な改修が必要となりますので、今
後、県に要望してまいります。

◎生徒玄関前の雪について
生徒玄関前は、正門からの勾配があります。
冷え込んだ朝は、特に路面が滑りやすい状態となることから、転倒防止のため、早朝から融雪剤を散布しております。
生徒玄関前の勾配解消については大規模な工事が必要となりますので、今後、県に要望してまいります。
登下校にあっては、路面の状況を確認しながら、気をつけて歩行してくださるようお願いいたします。

◎自習スペースについて
自習スペースとして、図書室、図書ホール、進路ホール、各HR教室が使用されております。その他に自習スペースとなる
教室は、安全管理上無い状況ですので、御理解いただきますようお願いいたします。

◎他学年が授業を行っているときに、図書室を自習室として使えないのはなぜかというご質問について
学年ごとに授業終了の時間が異なる日についての質問かと思います。質問の図書室は授業で使用していない限り自習室
として常に開放しております。ただし、進路ホールについては来客対応や会議を行う場所として使用するため、朝のSHR前
や昼休み、放課後、休業日を除いて自習室としての使用は認めておりませんので御確認いただければと思います。

◎室内練習場について
室内練習場は、弘高野球部後援会鷹揚会が建設し、青森県が寄附を受けた建物で、硬式野球部で使用しております。
部活動で使用する建物については、青森県教育委員会では建替等を行いませんので御理解をお願いいたします。

【学校生活について】
◎精神的なケアを充実させてほしいという御要望について
日頃から担任がクラスの生徒を気にかけています。また、スクールカウンセラーによるカウンセリングも行っています。何か
お話したいことがあるときは、養護教諭が相談にのる体制を作っております。

◎寒暖に応じた服装及び部活動後の服装についての御意見について
服装に関しては、社会に出たとき社会人としてふさわしい姿を考えて学校生活を送ってもらいたいと考えています。

【施設・設備について】
◎個人ロッカーの設置について
例年ロッカーの設置要望をいただいておりますが、現状では廊下しか設置場所がありません。廊下に設置するとなると、廊
下の幅が狭くなり建築基準法に抵触するおそれがあります（建築基準法では廊下の幅が最低1.8m必要です。本校の場合、
一番奥行きのないロッカーを設置しても廊下の幅が0.1m狭くなり、1.7mとなってしまいます）。ロッカーに代わるものとして、昨
年度から今年度にかけてコート掛け用のフックの個数を増やしました。今後、コート掛け用ポールの増設を検討しておりま
す。

◎平日の生徒退校時間の延長について
平日の生徒退校時間は19時となっております。職員の勤務時間終了後、宿日直代行員が勤務しておりますが、宿日直代
行員の勤務時間が県の規則で定められていることから、退校時間の延長はできませんので御理解をお願いいたします。

◎土日の学校開放時間の延長に関する御要望について
土日の校舎開錠施錠について、宿日直代行員が行っており、部活動や自学のための開放時間は8時45分から16時までと
なっております。宿日直代行員の勤務時間が県の規定で定められていることから、学校行事などの特別の事情がない限り時
間の延長はできませんので御理解をお願いいたします。

【家庭との連携について】
◎保護者集会や公開授業の平日実施についての御要望について
保護者集会や公開授業の内容について、情報提供や今後の動きについて知ることができ有意義である、学校や生徒の様
子が分かり安心するなどの御意見を多くいただきました。ありがとうございました。
　開催日について、昨年度から平日開催とさせていただいております。文部科学省の「学校における働き方改革」を受けて
の取組であり御理解いただきたいと思っておりますが、早めに案内文書を発出する、実施する曜日を固定しないなど工夫し
て次年度以降の計画に当たりたいと考えています。

◎冬の二者面談の実施について
冬期の二者面談は、希望される保護者を対象に実施させていただいております。学年主任若しくはホームルーム担任まで
相談いただければと思います。



【総　括】

【進路に関する指導について】
◎長期休業中に行われている講習が出席日数に計上されているのか、というご質問について
計上されておりません。ただし、夏季休業中に１、２年の総合的な探究の時間が１～２日実施する日がございます。この日
につきましては、総合的な探究の時間の授業日（出校日）となりますので、欠席した場合は欠課時数として計上されます。年
度当初に配布される年間行事予定に掲載されておりますので御確認ください。

◎長期休業中に行われている講習が全員参加である点について
長期休業期間中に実施する講習では、普段の授業ではあまり扱えない題材（発展的な問題や応用問題、基本知識の確
認や基礎内容の復習など）を用いて、すべての生徒にとって必要な学習内容となるよう計画を立てております。また、学習習
慣の定着及び生活リズムの維持という観点からも全員の参加を基本としております。ただし、オープンキャンパスなどの校外
行事への参加や御家庭の用事などの理由で参加できない場合は、これまでも容認しておりますので、担任に相談いただけ
ればと思います。
【その他】
◎今年度から、アンケートが記名式に変わったことへの御意見について
保護者の皆様からの御意見にはすべて目を通して、改善すべきところは改善していきたいと考えているところですが、昨
今、SNSでみられるようなただの誹謗中傷と思われるコメントが増えてきておりました。記名式になり、自由にコメントを出しにく
いという面はあるかと思いますが、学校として、保護者の皆様の御意見には引き続き真摯に対応していきたいと考えておりま
すので、今後とも御理解、御協力よろしくお願いします。

【学校行事について】
◎安全管理や危機管理についての御要望
文化祭準備の際は、休日においても担当の職員が出勤し、巡回指導を行っています。突発的な事故はいつ発生するかわ
からないので、生徒自ら安全に対して注意を払えるようにしていきます。

　日頃から本校の教育活動に御理解、御協力を賜りありがとうございます。励ましのコメントも多く頂戴し非常に嬉しく思って
おります。いただいた御意見や御要望については、引き続き校内で十分に検討し、改善すべきところは改善してより良い学
校づくりを目指していくとともに、今後も、本校の教育活動について保護者の方に十分周知いただけるように情報発信に努
めてまいります。今後とも御支援いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

【部活動について】
◎部活動と学習活動のバランスについて
部活動は、青森県教育委員会が定めている指針に基づき、活動時間、休養日を設定して活動し、部活動の学習のバラン
スを保つように各部活動で考えて活動しています。

【教育課程・学習指導・授業の質について】
◎登下校の荷物が重く、危険であるという御意見について
令和４年度入学生から新学習指導要領に変わり、教材が今まで以上に重くなった印象があります。本校では必要最低限
の教材だけを持ち運び、自宅学習に使わない教材は机の中や廊下に置いて帰ってもよいとしています。タブレットを活用し
て荷物を減らす工夫ができないかという御意見もあり、検討していきたいと思います。一方で、使用しない教材を毎日持ち歩
いている生徒、いつまでも学校に置きっぱなしにしている生徒も少なからず見受けられます。身の回りの教材などの整理整
頓を心掛け、荷物の量をコントロールできるよう指導していきたいと思います。

◎補習や習熟度授業の実施についての御要望について
本校は、仮に成績が低くてもプライドをもって日々の授業に当たっている生徒が多いため、成績等を見て補習や授業のク
ラス分けを行うことが、かえってマイナスに働く場合があると考えています。御要望に対しては、生徒の状況を見ながら慎重
に対応していきたいと思います。本校では補習の代わりに個別面談を行い、学習の仕方のアドバイスを行っています。また、
昼休みや放課後には質問も随時受け付けています。

◎テスト範囲の適正な提示について
今年度、１学年のテストで、クラスによって異なったテスト範囲が伝わったままテストが実施されてしまったというケースがあり
ました。生徒、保護者の皆様には御迷惑をおかけしてしまい申し訳ありませんでした。クラスによる有利、不利が生じないよ
う、授業担当者間で入念に打ち合わせや点検を行い、適正なテスト範囲の提示と公平なテストの実施を行うよう、職員会議
で共通理解を図りました。再発防止に努めてまいります。


